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ＨＰ・メールニュース<№７>
2011年８月23日
猛暑から一転冷夏のような涼しさになっていますが体調は崩されていませんか。

8月25日が参加者登録の締め切りです。神奈川100人、東京3桁、福島からも大型バス一台など埼玉近県では参加目標も掲げ、動きだしています。しかし、まだ事務局に届いている参加登録は2桁台です。

震災・復興に超円高、原発問題。そしてますます進む海外移転。希望も出口も見えないと苦しむ業者が少なくありません。それだけに、交流し、学ぶことが大切です。誘いあって参加を強めてください。


　景気低迷などにより中小のスーパーが次々と閉店、高齢者の買い物環境が悪化し、肉や野菜、魚、果物など生鮮食品をほとんど摂ることができない『フードデザート（食の砂漠）』が広がっていることが指摘されています。いわゆる、買い物難民問題は都市部でも地方の中山間地域でも見られます。ある調査では、こうした地域に住むお年寄りの2人に1人が「栄養不足」にあると言われています。米政府は大手小売業と協力して「フードデザート」撲滅に取り組みはじめたと日経8月22日付「春秋」は紹介しています。

　東日本の被災各地ではこの問題がより深刻化しています。米国では「郊外の巨大店に力を入れてきた企業が、今後は町なかに小さな店を出す」と言います。大量消費や車社会を先導した米国においても見直しの動きが見られるなか、日本はどのように持続可能な住み続けられる地域社会を展望するのか、地域密着の小売店をどのように守り、育てていくのか、この分科会では考えていきます。
　イギリスの事情にも詳しい足立先生が「持続可能なまちづくりについて」（「中心市街地の魅力再発見、「カフェWith」と「わかやま散策隊（商店街観光動画サイト）」の試み」など）も含めて報告します。番場先生もこの間の、流通政策・まちづくり政策の変遷とコンパクト・シティの取り組みとその評価などについても問題提起していただきます。ぜひ、各地からのレポートもお寄せください。

「グローバル化は避けて通れない―危機時代」に中小企業はどのような経営戦略をとるべきか。助言者の佐竹先生はズバリ「なくてはならない企業」：（理念型経営企業　Visionary Company）づくりを目指す必要があると述べます。

　『あなたは経営者として、今からどう（行動）しますか？』以下は佐竹先生のメッセージです。
「理念型経営（VISIONARY COMPANY）とは、経営理念を基盤にし、優れた技術や製品・サービスに“頼る”のではなく、卓越したことを実践し続けることのできる組織と社員を創ることに注力している企業のことをいう。まずは黒字体質を有した『強い企業』へと成長する。そして経営指針に基づいた人材育成・ビジネスモデルづくり・地域貢献を行っていける『よい企業』へと進化する。しかし『強い企業』→『よい企業』へと成長し、進化することに留まっていては2015年を乗り越えることができない。『よい企業』へと進化したときこそ経営者が実現したい価値を創造していくことが求められる。すなわち社員にとって、顧客によって、業界にとって、地域にとって必要不可欠な『なくてはならない企業』へと転換することが求められるのである。」
経営実態や悩みなども出し合いながら、「たえず進化する企業づくり―深化し、伸化し、新化し、進化する」ためのポイントとその方策としてネットワークの役割・意義を考えます。すでに活動をすすめているグループ、これからネットワークづくりをすすめたいと考えている方々もぜひ参加ください。何かが見えてくるに違いありません。
◇移動分科会【小江戸・川越のまち探訪】要綱きまる！

	□座長　（氏名）原田康一・埼玉県商工団体連合会

□助言者（氏名）野本吉憲・ＮＰＯ法人川越蔵の会

　　　　（氏名）荒牧澄多（すみかず）・ＮＰＯ法人川越蔵の会




８月12日、座長を引き受けていただいた埼玉県連の原田さんと小松さん、川越民商の高橋さんと事務局で川越「蔵の会」、川越市役所を訪問し、助言者の方と打ち合わせを行いました。以下の通りの行程です。
　8：45　「川越駅」集合（東武東上線・改札口向いの店舗前）
8：50　スタート：「川越駅」で講師からのイントロダクション
9：00　中心市街地の状況：①駅前商店街～②中間商店街
　　　　　歴史的まちなみ：③蔵のある町並み～
11：00　市民会館着
11：00～12：30　講義と交流（市民会館２階会議室・ＢＣ）
　（30分）川越の町並の歴史的背景と保存運動（ＰＰ使用）
　（30分）研究者のコメント
　（30分）参加者の交流
　 12：30　昼食（川越・東松山民商から弁当手配）
　 13：00　自由見学
　 14：20　「川越駅」（ＪＲ・東武東上線）改札口に集合（→浦和着15：08）
〈注意〉移動分科会実費として1人1000円、集金します。昼食代は参加費に含まれています。「川越駅」まで、市内の交通費はご自身でご負担ください。

定員は45人（予定）　60人まで可能　

・「蔵の会」から4人が案内・ガイド、川越民商が要員を引き受けます。

・移動分科会受付を第1日に行う予定（検討中）です。事務連絡にご注意ください。

〈参考〉電車経路と時刻

【往路】
＊浦和→川越　片道400円
07：59（浦和・京浜東北線）～08：08（大宮乗換え→埼京線快速）08：16～08:39（川越着）

＊池袋→川越　片道450円
08：10（池袋・東武東上線）～8：40（川越着）

【復路】
＊川越→浦和　片道400円
14：30（川越発・埼京線）～14：53（大宮乗換え→京浜東北線）15：01～15：08（浦和着）

＊川越→東京　片道640円
15：25（川越・東武東上線）～16：03（池袋→ＪＲ山手線）16：07～16：29（東京駅着）
****************《参加申し込みについて》****************
１、日時・開催場所：第１日：９月17日（土）　12：30～　〔会場：埼玉会館　他〕
【全体会】問題提起・特別報告　基調講演：吉田敬一（駒澤大学教授）

【パネルディスカッション】　15：00~18：00

　　　Ａ「だれのための復興か―東日本大震災ビジョンを問う」

　　　Ｂ「脱原発、自然エネルギーで地域の再生へ―中小業者の役割発揮を」

　　　Ｃ「ＴＰＰと中小業者」

【参加者交流会】18：30～（ワシントンホテル）　参加費：５千円

第２日：９月18日（日）9：00~15：00：14分科会と移動分科会〔会場：埼玉会館他〕

２、参加費　　２日間：10,000円、学生・院生3,000円
問合せ・参加申込は民商・全商連まで。参加申込用紙・リーフレットをお送りします。参加費を添えて8月25日（木）までに実行委員会に申し込んでください。実行委員会事務局：全商連☎03-3987-4391（代）
宿泊希望は、勤労者レクリェーション協会へ☎03-3984-0401
　　☆コンテンツ☆


・第３安心・安全のまちづくりと


地域商業の課題


・第８異業種交流とネットワーク


・移動分科会｢小江戸・川越のまち探訪｣要綱


きまる！





【第３分科会】安心・安全のまちづくりと地域商業の課題


【助言者】　足立基浩さん（和歌山大学教授）番場博之さん（駒澤大学教授）


―シャッター通りを元気な商店街に―





第17回中小商工業全国交流・研究集会


住民・中小業者主体で持続可能な地域社会の構築を


－グローバル化新時代の課題－　











【第８分科会】異業種交流とネットワーク


【助言者】　佐竹隆幸さん（兵庫県立大学教授）


―小さいからこそできるネットワーク、危機突破の戦略を考えるー











